




要約:赤外線オプトメータを用いた視機能の客観的測定で、TV ゲームによる小児の調節弛

緩時間の延長と休憩時間に伴う快復過程が把握され、制限時間等の検討が可能となった。

超近見を強いる VR ゲームには家庭での反復使用への警告が必要である。10 歳児の運動所

要量を心拍数に基づいて算出し、運動強度 50%以上の活動は体育、登下校、スポーツクラ

ブのみで、健康維持の観点から運動量が少ない実態が示された。園庭解放の利用状況から

最近の子どもも友達との外遊びを楽しむことが示された。


